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ソフトウェアジャパン2007 ITフォーラムセッション
福祉情報システムフォーラム

「ハートウェア・ジャパン!? －情報のユニバーサルデザインを考える」

「PC要約筆記ツールIPtalk － 協調の場作りとツールの協創」

平成１９年１月２５日

パソコン要約筆記サークル「ラルゴ」

栗田 茂明

パソコン要約筆記サークル「ラルゴ」の栗田です。

IPtalkというパソコン要約筆記用のフリーソフトを開発
しています。

IPtalkを開発した経験を「協調の場作りとツールの協
創」という面からお話したいと思います。
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パソコン要約筆記とは

ﾊﾟｿｺﾝ要約筆記と
は

パソコン要約筆記なごや組HP(http://homepage2.nifty.com/offs/ncc01.htm)より

パソコン要約筆記の説明

教壇上のヒゲの先生のお話を、席についた人たちが
聞いています。

画面の右にパソコンに向かっているがパソコン要約
筆記者です。

先生が、「皆さん、おはようございます。」と挨拶しまし
た。画面右端にいる人たちは、先生のしゃべった言葉
を聞いて、すかさず「皆さん、おはようございます。」と
パソコンで打ちます。

すると、パソコンで打った内容が液晶プロジェクタか
ら、スクリーンに映し出され、スクリーンの文字を読むこ
とによって、先生の話している内容が理解できるという
わけです。

3

要約筆記の将来予想

１８年

時間（年）

近い将来１３年平成元年

要
約
筆
記
の
件
数

手書き・ＯＨＰ
（会議・講演会）

手書き・ﾉｰﾄﾃｲｸ（個人）

ＰＣﾉｰﾄﾃｲｸ

ﾊﾟｿｺﾝ
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
（会議・ 講演会）

・近い将来、会議・講演会などの
要約筆記は、ほぼ１００％
パソコン要約筆記になると思わ
れる。
・遠い将来、音声認識が実用化
されると人が介在する要約筆記
は無くなると思われる。

１５年ｴﾙﾓＯＨＰ生産中止

遠い将来

音声認識

パソコン

手書き

将来予想

関根さん、秡川さんに習って、私も将来予想をしてみ
ました。

長期的に見れば、音声認識が実用化され、人が行う
要約筆記は過渡的な方法と思います。

特に病院などで行われているノートテイクなどは、個
人情報保護の観点からも機械化が望まれています。

音声認識が実現しても、キーボード入力が音声認識
に置き換わるということなので、今のパソコン要約筆記
の表示の方法や要約の方法などの工夫は、引き継が
れるであろうと想像されます。
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ＩＰｔａｌｋの簡単な説明

・Iptalkは、２人で分担して
文を入力するソフトです。

・他の人が何を入力して
いるかモニターできます。

・入力した文字は、送信さ
れて、全てのIptalkに同じ
文が表示されます。

話者

入力者Ａ

入力者Ｂ

①今日は・・ ②昨日は・・ ③明日は・・・・・・

①今日は良い・・ ③明日は・・

②昨日は・・

機器構成など

入力用表示用

HUB

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
入力用

入力者Ｂ入力者Ａ

HUB

講師用

IPtalkを使ったパソコン要約筆記では、LANで接続さ
れた数台のパソコンを使います。

プロジェクターに接続する表示用パソコン、入力用の
パソコンです。

IPtalkには、他の人が入力しているところをモニター
する機能があります。

また、入力した文は、全てのIPtalkに送信され、どの
IPtalkにも同じ文が表示されるようになっています。
この機能を使って、話しを2人が交互に分担して入力
します。(２人連係入力)

IPtalkは、2人が同時に入力して文を作成するための
ソフトです。このようなソフトは、日本独特のものと思い
ます。

手書きで「2人書き」という似た方法が行われています
が、その場合は、主筆者(メイン)が文の後半を声で指
示し、副筆者(サブ)はその通りに書きます。
この場合、2人の関係は、いわゆる「マスター・スレー
ブ」です。
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パソコン要約筆記の入力速度

ワープロ検定２級

ワープロ検定１級８０

１００字／分

２００字／分

３００字／分

４００字／分

５０

１２０

一
人
入
力

パソコン要約筆記
１人入力（基準案）

入力速度

二
人
入
力パソコン要約筆記

２人入力（基準案）

スピートワープロ
（ステノワード）

はやとくん

１００

２００

１６０

３２０

二人連係入力は、専用機器を用いた入力に迫る速度を出すことも可能。

ステノワード（スピードワープロ）

はやとくん パソコン要約筆記者の実力

０字／分

入力速度

１つの文章を２人が分担して同時に入力する方法は、
２人連係入力と呼ばれていて、日本のパソコン要約筆
記の独特の方法です。

話す速度は、一般に300文字/分～400文字/分と言わ
れています。

キーボード入力で、この速度を出すためには、はやと
くんやステノワードなどの専用キーボードを使う必要が
ありました。

２人が協力することで、熟練すると専用キーボードを
使った入力に近い速度を出すことができます。

また、この方法は、要約に思考を振り向ける時間的
余裕をとることができるすぐれた方法です。
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パソコン要約筆記の新しいアイデアは、IPtalkの新しい機能となって
メイリングリストやIPtalkのマニュアルで全国に伝わって行った。

①今の方法に
不満を持つ

②新しい方法を
機能に置き換えて
考える。

③ＩＰｔａｌｋ－ＭＬで
要望を出す。

こういう機能
が欲しいです。

機能追加
しました。

④試せる環境が
できる。

なんとか
ならない
の？

こういう機能
があれば、
良いのに

とても便利
になった！

う～ん、今ひとつ・・、
アイデア倒れだな～

新しい機能が
できたそうだ。 うちのサークル

でも試してみよう。

ホームページ
操作説明

この機能は、
便利そうだ。
使ってみよう。

⑤新しい方法を
実際に試してみる。

⑥方法を機能と
して理解する。

方法を機能と
して記述する。

⑦機能の説明を
読みながら、
新しい方法を
理解する。

ＭＬで聞いた他のサークル
マニュアルを見た他のサークル

ﾕｰｻﾞｰと協
創

IPtalkユーザーとの協調の場作りとツールの協創

IPtalkは、全国のユーザーからの「個別な要求」に応
える形で改良・機能追加して来ました。

要望は、主にメイリングリストで受けたため、機能追加
の意見交換は公開されていました。

「要望を出す」→「IPtalkの機能追加」→「試してみる」
というサイクルに全国のパソコン要約筆記者が参加し
ました。

IPtalkの機能追加とは、パソコン要約筆記の新しい方
法を試す環境を提供することでした。

IPtalkは、パソコン要約筆記の実験場のような役割を
はたしていました。
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ボタンやチェックで欲しい機能を選択する。

機能追加

機能を追加する時は、ボタンやチェックに割り当てま
す。

ユーザーは、自分が必要とする機能を選択すること
が可能です。

IPtalkを自分のニーズに合わせてカスタマイズできま
す。
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パソコン要約筆記の利用機会の拡大

１人 多数

情報保障の文字を見る人の数

１人

多数

発
言
す
る
人
数

難聴者の会議
（協力的発話）

一般の会議
国会・市議会
企業の会議など

数人

個人的相談
手書き

難聴者対象の講演会
講習会
（協力的発話）

数人

一般の講演会
講習会、説明会
小規模会議

協力的発話：話者が字幕を待って
発言する方法。

公
共
的

個
人
的

一般の社会 難聴者の社会

拡大

機会の拡大

手書き

手書き

パソコン要約筆記は、難聴者の社会における情報保
障だった要約筆記（手書き、ＯＨＰ）を一般の社会に広
げる効果がありました。

パソコン要約筆記が普及するにしたがって、難聴者
の世界だけでなく、健常者の世界でも字幕投影が行わ
れ始め、パソコン要約筆記が健常者にも役立つ、共用
品(ユニバーサルデザイン)としてパソコン要約筆記を
位置づける考えも出始めています。

パソコン要約筆記の機会が増えることで、入力者の
不足が、利用機会の拡大の阻害要因となってきました。
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共通のニーズ

共用すると全員のニーズを満たすことは難しい

Ａさん用
表示機

Ｂさん用
表示機

Ｃさん用
表示機

表示用
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ

個人のニーズで機能選択共通ニーズで機能選択

大勢の人がひとつのスクリーンを見る場合は、個人のニーズと乖離が出る。

・聴覚障害者と健聴者のニーズの違い
・聴覚障害の程度によるニーズの違い

機能を選択するという方法は、大勢の人が同じ字幕
を見るような場合の解決策にはなりません。

つまり、個別のニーズに応えるという開発方法は、公
共の場の情報保障では、設計者の責任を、実施者に
たらい回しにしただけで何の解決にもなっていません。

本来は、いろいろなのユーザーのニーズを分析して
共通の仕様を見出す必要があります。
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８０

１００

２００

３００

４００

入力速度（字／分）

０

ニーズの差の例 表示の情報密度

一般の会話（４００字／分）を
要約筆記した場合

③要旨にする
話の内容を変えず短い文に置き換え

④情報を選択する
利用者の価値観に従い、選択的に
情報を伝える。（聞き溜め文処理）

（要約度１～２）

（要約度２～４）

（要約度４以上）

逐語文入力
話し言葉をそのまま入力

はやとくん

１２０

手書き要約筆記

パソコン要約筆記
１人入力（基準案）

パソコン要約筆記
２人入力（基準案）

スピートワープロ
（ステノワード）

①文校正
話し言葉の文法を書き言葉の文法に
変換する（通訳に当たる）

②ケバ取り
情報価値の低い語句を省略する。
（冗長語などの省略）

選択要旨入力
選択して要旨を伝え

る方法

全要旨入力
話しの要旨を全て

伝える入力方法

全内容入力
話しの内容全てを
伝える入力方法

要約方法 入力方法

一
人
入
力

二
人
入
力

１００

２００

１６０

３２０

手書き

健聴者や軽度の聴覚障害者は、全内容入力を好む傾向がある。
重度の聴覚障害者は、選択要旨入力を好む傾向がある。

ニーズの違い

例えば表示する字幕の要約方法や入力方法は、聴
覚障害の度合いによって異なります。

聴覚障害は、「あり」「なし」ではなく、聴力というス
ケール上に連続的に存在しています。

軽度の聴覚障害者は、自分の聴取した話を補うため
字幕を利用するため全内容入力を好み、重度の聴覚
障害者は、字幕で全ての情報を得ようとするので「分か
り易い字幕」、つまり、要約度の高い文を好む傾向があ
ります。

ある聴覚障害者のニーズに合わせれば、他の聴覚
障害者のニーズからずれることが予想されます。

聴覚障害者と健聴者との共用品どころか、聴覚障害
者の中での共用品の実現さえ難しいように思われます。
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利用者ニーズ・入力者の把握の困難さ

全難聴

人工内耳
友の会中途失聴者

難聴者

老人性難聴者児童
学生

利用者

全要研

ＮＰＯ

学校

入力者

半職業的
団体

手書き
要約筆記
サークル

奉仕員
登録者

パソコン
要約筆記
サークル

ニーズ把握

利用者団体・入力者団体にも、ガイドライン作成は難しい状況。

各団体・障害者・入力者の関係はイメージです。

共用する場合の仕様を、個人にヒアリングして決める
のことは難しと思われます。

利用者団体などがニーズを把握し取りまとめ、ガイド
ラインを出してくれるとソフト作成やパソコン要約筆記
者は楽になります。

しかし、聴覚障害は非常に多様であるため、全体の
ニーズをとりまとめることができる団体はありません。

また、要約筆記関係の団体も、とりまとめることは難し
いと思われます。

この問題の解決には、公平で客観的な判断が必要と
なるため、定量的な評価基準を用いた研究が期待さ
れています。

12

研究者と協創

研究者と協調の場作りとツールの協創

＜課題＞
・パソコン要約筆記は、情報保障としての市民権を得、入力の方法も
一応完成し、全国各地で行われるようになった。
・しかし、入力者の不足が、パソコン要約筆記が次のステップ
（本格的な普及の時期）に進むことを防げている。
・「入力者の不足」の解決方法の一つとして、「インターネットを使い
在宅で入力する」という方法を従来から多くの方が提案しいる。
・技術的な敷居が高いなどの理由で、一般のサークルが採用できない。

・全国のパソコン要約筆記者と協力
→ パソコン要約筆記サークル「ラルゴ」

・研究者の協力
→ 愛媛大と共同実験

＜解決策＞

従来は、ユーザーの要望を受けるという受動的な関
係の中でIPtalkを開発して来ました。
パソコン要約筆記を普及させるために、 IPtalk側から
利用法や仕様について提案しようと、全国のパソコン
要約筆記者や大学の研究者と協力して新しい方法の
実験を行うことにしました。
このため、05年7月に、インターネット上の仮想的な
研究サークル「ラルゴ」を立ち上げました。(協調の場)
「遠隔入力情報保障」の研究を行っていた愛媛大学
総合情報メディアセンター村田研究室(以下、愛媛大と
記述)に協力をお願いしました。
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ラルゴの紹介

２００６年１２月現在 (２４名)

ラルゴは、インターネット上で活動する研究サークルです。
例会、連絡などは、インターネットを使って行うため日本の
どこにいても参加できます。
コミニュケーションは文字（メイル、チャット）であるため、
健聴、難聴は関係ありません。（難聴の方も参加しています。）
０６年１２月現在、北は北海道から、南は鹿児島まで、
全国から２４名が会員となり活動しています。

ラルゴ紹介１

全国のパソコン要約筆記者と協力するために、従来
からあった「ラルゴ」をインターネット上で活動する仮想
的な研究サークルとして再スタートしました。

例会、連絡などは、インターネットを使って行うため日
本のどこにいても参加できます。
コミニュケーションは文字（メイル、チャット）であるた
め、健聴、難聴は関係ありません。（難聴の方も参加し
ています。）
０６年１２月現在、北は北海道から、南は鹿児島まで、
全国から２４名が会員となり活動しています。
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企業
研修会

学生の
研究発表

研究者との協力の必要性

アカデミック

実践的

技術的視点（手段・方法）

全要研
大会

手話学会

障害学会

ろう学校
研修会
など

ＮＰＯ
サークル
練習会

ＩＴ企業
新技術発表

電子工学
学会音声認識
学会

ニ
ー
ズ

ニ
ー
ズ

情報工学
学会

福祉学会

福祉的視点
（人・障害）

全難聴

ろう協

各団体のポジションはイメージです。

ボランティア
のニーズ 研究成果

ラルゴ紹介2a

この図は、ボランティアサークルや研究者の活動領域のイ
メージを表しています。

研究者との協力の必要性を感じました。

近年、ＩＴ技術を利用した要約筆記（パソコン要約筆記な
ど）が行われるようになり、左側の上の領域、「実践的」かつ
「技術的視点」での活動・研究が求められています。
しかし、ネットワークやパソコンなどの技術は難解で、サー
クル・ＮＰＯが単独で研究するには手に余るため、ニーズは
あっても活動に取り入れることができず、多数の有用な技術
が放置されていると感じます。。
また、右側の上の領域にいる研究者たちは要約筆記に関
する研究も行っていますが、アプローチがアカデミックであ
るために、その成果を、そのまま一般のサークル・ＮＰＯが活
動に採用することは難しいという状況です。
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企業
研修会

学生の
研究発表

「ラルゴ」の活動範囲

アカデミック

実践的

技術的視点（手段・方法）

全要研
大会

手話学会

障害学会

ろう学校
研修会
など

ＮＰＯ
サークル
練習会

ＩＴ企業
新技術発表

電子工学
学会音声認識
学会

ニ
ー
ズ

ニ
ー
ズ

情報工学
学会

ラルゴの活動範囲

福祉学会

①技術

③
普
及

福祉的視点
（人・障害）

ラルゴは、研究者とボランティアの
橋渡しを目指している。

全難聴

ろう協

各団体のポジションはイメージです。

②実証実験

ラルゴ紹介2B

このような問題の対策として、ラルゴでは、左側の上の領
域を活動対象とし、サークル・ＮＰＯが単独で導入するには
難しい技術を、実践的な観点から検証し、分かりやすい方
法に置き換え、要約筆記者に広めることを目指しました。
研究者の研究成果をボランティアサークルでも実施可能
な方法で実証実験し、それを全国に広めたいと考えていま
す。

ラルゴのメンバーは、全国各地のサークルで指導的に活
動している方が多いため、会員がその地域に広める役目を
担います。
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パソコン要約筆記の将来の方向は・・・

①質の高い要約筆記を
②手軽に
③いつでも・ どこでも
利用できる。

利用者のニーズ ①字幕の品質の向上
・人の技術を上げる
→講習会や教材の充実
→要約筆記者の資格化

・道具を改良する。

→音声認識の利用
→ソフトの改良
・・・・

②手軽に
・費用的に
→公的な支援
→ボランティア
・心理的に
→有料サービス化
→機械化（人を頼まなくて良い）

・手続きが
・・・・

③いつでも・どこでも
・入力者の不足
→効率的な養成方法
→だれでもできる方法
・入力者が現場に行く必要あり
→ネットワーク利用の遠隔入力
・パソコンは大きすぎ
→携帯電話などで利用可能

・・・・・

ユビキタスネット社会における情報保障

ＩＰｔａｌｋ・ラルゴの目指している将来のイメージ
ラルゴ紹介３

パソコン要約筆記に対する聴覚障害者のニーズは
「①質の高い要約筆記を②手軽に③いつでも・ どこ
でも利用できる。」ということだと思います。

①字幕品質の向上については、利用者や入力者の
個別のニーズとして上がって来ます。

従来、Iptalkは、そのようなニーズに答えて来ました。
一方、「③いつでも・どこでも」のような要望は、IPtalk
の機能のみで実現は難しいため、要望としては上がっ
て来ませんでした。

この分野については、方法を探し、IPtalk側(手段の
作成側)から提案する必要があると考えました。
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「在宅入力情報保障」実験の概要

実験概要

愛媛大講義
ＶＰＮｻｰﾊﾞｰ

全国の会員が愛媛大の講義を
在宅入力する。

在宅入力情報保障の実験は、愛媛大の講義を全国
の会員がインターネットで情報保障するという方法で行
いました。

18

「在宅入力情報保障」の方法の例

＜目的＞
ＣａｍＣａｓｔで配信された動画を見ながら在宅入力を行い、情報保障が可能であることを確認する。
＜方法＞
愛媛大の模擬講義をＣａｍＣａｓｔで動画配信し、それを見ながら在宅入力し情報保障する。
ＩＰｔａｌｋは、ＰａｃｋｅｔｉＸで通信する。
情報保障として字幕を評価する。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

実際の講義（模擬）をＰａｋｅｔｉＸとＣａｍＣａｓｔを使い、在宅で入力する。

ＩＰｔａｌｋ

ＩＰｔａｌｋ

ルーター

ルーター

入力機

入力機

ＰａｋｅｔｉＸ
サーバー

ＰａｋｅｔｉＸ
クライアント

ＰａｋｅｔｉＸ
クライアント

ＣａｍＣａｓｔ
ﾄﾗﾝｽﾐｯﾀｰ

マイク

ビデオ
カメラ

動画

動画

愛
媛
大
の
模
擬
講
義

ＩＰｔａｌｋ
字幕

表示機

ＰａｋｅｔｉＸ
クライアント

ル
ー
タ
ー

実験の方法

図は、PacketiXとCamCastを利用した場合の説明で
す。
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ラルゴ 愛媛大学

在宅入力情報保障（ラルゴ） 大学講義保障（愛媛大）

ＰａｃｋｅｉＸサーバー
ストリーミングサーバー

講義風景

サーバー利用
情報保障の対象

在宅入力情報保障のトライ。
成果を全要研大会で発表

遠隔入力の実験。
論文として発表。

ＩＰｔａｌｋを使った
２人入力

通信の負荷計測
入力ログ

ラルゴと愛媛大との協力関係

効果の検証
入力の工夫

入力者の感想など
（内省データ）

データ分析
通信や入力の
定量的データ

実験

検討

愛媛大協力

愛媛大から一方的に協力を得るということではなく、
ラルゴも愛媛大の研究に協力するという関係を作って
います。

愛媛大が計画した実験に、入力者としてラルゴが協
力しました。

ラルゴが計画した実験に、愛媛大のネットワーク機器
類などを利用しました。

この実験の終了後、ラルゴが遠隔入力講義保障の運
用実験を計画し、愛媛大の協力を得て実施しています。

20

ラルゴ計画

２００５年 ２００６年
ステップ 内容 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

会員募集

１ａ）ルーターの穴開け
ステップ１
通信環境 １ｂ）ＰａｃｋｅｔｉＸ

YahooMessanger
ステップ２
音声送信 ２ａ）Ｓｋｙｐｅ

愛媛大実験
２ｂ）ＣａｍＣａｓｔ

愛媛大実験
３ａ）ＰａｃｋｅｔｉＸ＋ＣａｍＣａｓｔ

ステップ３
在宅入力 ３ｂ）ＰａｃｋｅｔｉＸ＋Ｓｋｙｐｅ
（講義ビデオ）

３ｃ）穴あけ＋Ｓｋｙｐｅ

４ａ）ＰａｃｋｅｔｉＸ＋ＣａｍＣａｓｔ

ステップ４
情報保障 ４ｂ）ＰａｃｋｅｔｉＸ＋Ｓｋｙｐｅ
（模擬講義）

４ｃ）穴あけ＋Ｓｋｙｐｅ

まとめ 運用実験の方法検討 Ｒ

発表 ☆

ラルゴの実験計画

「在宅入力情報保障」方法として、以下の３種類を試
しました。
１）動画・音声を入力（ＰａｋｅｔｉＸとＣａｍＣａｓｔを利用）
２）音声を入力（ＰａｋｅｔｉＸとＳｋｙｐｅを利用）
３）音声を入力その２（ルーターの穴開けとＳｋｙｐｅを
利用）
今回の実験は、「普通のボランティアサークルでも実
施可能な方法」を目的としているため、ＰａｋｅｔｉＸやＣａ
ｍＣａｓｔなどの特殊な装置などを必要としない３）案が、
「より好ましい方法」です。
このため、１）案、２）案に対して、３）案は、どのような
ディメリット（字幕の品質や運用のやり易さなど）がある
かを検証しました。
このうち、ステップ２，３の動画・音声を入力（ＰａｋｅｔｉＸ
とＣａｍＣａｓｔを利用）については、１月２月に愛媛大学

の実験に参加する形で実施しました。

実験結果をまとめ、06年6月に札幌で開催された全
要研集会で発表し、7月にラルゴの論文集として発行
しました。
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愛媛大との成果

愛媛大との協力の成果

ネットワークの
遅延を計測する。

・ＰａｃｋｅｔＸなどのソフトＶＰＮの経験
・ＣａｍＣａｓｔなどのストリーミング配信の経験
・ネットワーク遅延が連係入力に及ぼす影響の知見

PacketiXやCamCastを利用した「在宅入力情報保
障」の実験を行うことができました。

愛媛大の研究【1】【2】から、ネットワークの遅延が250
ミリ秒を超えると2人入力の連携に悪影響を及ぼすこと
がわかりました。

IPtalkのインターネットウィンドに、ネットワーク遅延を
計測する機能を追加しました。

【1】小林 敏泰、村田 健史、木村 映善、遠隔パソコ

ン要約筆記システムの開発、電子情報通信学会技術
研究報告、vol.105, No.506, pp.55-60, 2006.
【2】VPNを用いた動画像ストリーミング配信による遠
隔パソコン要約筆記、村田健史、木村映善、栗田茂
明、電子情報通信学会論文誌（D）、2007、印刷中
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・ボランティアサークルが採用するのに適した方法の選定
①PacketiX+CamCast
②PacketiX+Skype

・全要研集会で「ユビキタス社会における情報アクセシビリティー
インターネットを活用した「どこでも情報保障の提案」として発表
・『平成18年度パソコン要約筆記サークル「ラルゴ」論文集』の発行
・インターネットを使ったサークル運営の経験
・全国で「在宅入力」にチャレンジするサークルが増えた。

<問題点>
PacketiXが有料化してしまったため、VPNソフトの再選定
を行う必要が出てきた。

全国のパソコン要約筆記者との協力の成果

全国との成果

ボランティアサークルに適した方法をコスト対効果か
ら判断して、①PacketiX+CamCastと②PacketiX+Skype
を選定しました。

PacketiXが有料化してしまったためもう一度、選定し
なおす必要が出てきました。

Hamachiなどを候補に検討したのですが、無料で
あったころのPacketiX以上のコスト対効果の方法が見
つからず困っています。

実験結果をまとめ、06年6月に札幌で開催された全
要研集会の第3分科会「情報アクセス権」において「ユ
ビキタス社会における情報アクセシビリティー、イン
ターネットを活用した「どこでも情報保障の提案」として
発表しました。

これは、『平成18年度パソコン要約筆記サークル「ラ
ルゴ」論文集』に掲載しました。

(発表資料や論文は、IPtalkのホームページ
(http://iptalk.hp.infoseek.co.jp/)からダウンロードできま
す。)
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まとめ
・IPtalkは、メイリングリストで要望を受け(協調の場)
IPtalkユーザーとパソコン要約筆記の方法を
開発・改良（ツールの協創）して来た。

・パソコン要約筆記をさらに発展させるためには
入力者不足を解決する必要があると考え、
「在宅入力情報保障」の方法の研究開発を
全国のパソコン要約筆記者に呼びかけ
愛媛大の協力を得て行った。

・今後も、パソコン要約筆記に適用できる研究を探し
「協調の場」を作り、「ツールの協創」を研究者と行いたい。

テーマ案
→聴覚障害の度合いによる字幕に対するニーズの差
→要約筆記を通訳と見た場合の情報伝達の評価法

など
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